
団体による推薦

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積

（ａ）

S36.4～現在 就農、農業・養鶏業に従事

S37～S39 大和郡山市４Ｈクラブ 会長

飯田　喜代視 82 農業・ S39～S41 奈良県４Ｈクラブ連絡協議会会長 水稲 1,500 平和土地改良区 理事長 約480

養鶏業 S41～S43 全国４Ｈクラブ連絡協議会副会長 露地野菜 飯田　喜代視

S47.7～現在 大和郡山市社会教育委員 その他

S56.12～H13.4 奈良県指導農業士

S62.7～H2.7 大和郡山市農業委員

H1.7～H2.7 大和郡山市農業委員会副会長

H6.7～現在 大和郡山市社会教育委員会議議長

H10.9～H16.9 大和郡山市養鶏協会会長

H12.2～H14.4 奈良県指導農業士会会長

H13～H25 大和郡山市農業振興協議会会長

H15.4～現在 平和土地改良区理事長

H16.7～現在 奈良県農業振興協議会会長

Ｈ16.7～H19.6 奈良県農業会議会議員

Ｈ19.6～Ｈ23.5 大和平野土地改良区総代・理事

Ｈ22.5～現在 大和郡山市耕地協会会長 大和郡山市 会長 約340

H25.4～現在 奈良県社会教育委員連絡協議会会長 農業振興協議会 中筋　光弘

H17.7月～H18.7 大和郡山市農業委員

H25.4～現在 一般社団法人 全国鶏卵養鶏

団体連合会監事

H23.7～現在 大和郡山市農業委員会会長

H27.5～現在 一般社団法人 全国社会教育

委員連合理事

R1.6～現在 大和平野土地改良区総代

R3.5～現在 大和平野土地改良区理事

推　　　薦　　　者

活動の主たる
目的

認定を受け
ている

推薦していない

被推薦者（推薦を受ける者）

名　　称
代表者又は

管理人の氏名
氏　　名

年齢
（歳）

職業
経　　歴 農地利用最適

化推進委員へ
の推薦の有無

農業経営の状況 認定農業者
として認定

の有無

構成員の
数（人）

構成員の
資格・要件

推薦理由

推薦していない

平和土地改良
区管内の農業
用水の確保と
管理、及び土
地改良事業等
の実施

平和土地改
良区管内に
農地を所有
している者及
び耕作権を
有している者

飯田喜代視氏は、平和地区内の水利
組合、自治会で構成している、平和土
地改良区の理事長を平成14年から現
在まで務められており、大和郡山市耕
地協会会長、平和土地改良区総代な
ど、水利、土地改良区等の団体の要
職を歴任されているほか、大和郡山
市及び奈良県の水利、土地改良につ
いて、大変有識であり、かつ、農業事
情についても、精通されています。
また、平成23年7月から現在まで、長
年にわたり農業委員会会長を務めら
れ、農業行政についても見識が大変
あることから、飯田氏には、今後も、
農業委員として、大和郡山市の農業
振興のために、尽力していただく必要
があると考え、この度農業委員に推薦
するものです。

飯田喜代視氏は、昭和36年に就農し
て以来、現在まで農業、養鶏業に従
事しており、この間市農業振興協議会
会長、県農業振興協議会会長、全国
４Hクラブ連絡協議会副会長、市農業
委員会会長等の要職を歴任してこら
れました。
特に農業振興については、市農業振
興協議会会長、県農業振興協議会会
長、市農業委員会会長と大和郡山
市、奈良県の農業振興をけん引する
立場から、いかんなくその力を発揮さ
れてこられました。
今後は農家の高齢化や担い手不足、
耕作放棄地の増加など、農業を取り
巻く情勢は年々厳しくなってきており
ますが、そのような時だからこそ飯田
氏には、今一度、農業委員として大和
郡山市の農業振興のため、活躍して
もらうべきと考え、この度農業委員に
推薦するものです。

大和郡山市の
農業振興と発
展を目的とす
る。

大和郡山市
農業振興協
議会に属す
る団体とそ
の会員で構
成



大和郡山市 会長 5

養鶏協会 堀内　丈徳

S38.4 就農

S42 大和郡山市４Hクラブ副会長

中津　甚之丞 78 農業 S42～現在 大和郡山市農業振興協議会理事 水稲 179 奈良県農業協同組合 会長 401

S43 大和郡山市４Hクラブ会長 施設野菜 昭和出張所支部長会 松井　誠

S43 奈良県４Hクラブ連絡協議会副会長

S44～S45 奈良県４Hクラブ連絡協議会会長

S44～S45 近畿４Hクラブ連絡協議会副会長

S46 大和郡山市トマト研究会会長（以降、数回就任）

S63～H3 長安寺土地改良区理事

H4～H5 長安寺土地改良区会計兼理事長職務代理

H6～H8 長安寺土地改良区理事長 長安寺土地改良区 理事長

H9～H17 奈良県指導農業士 中津　義二 31

H12～現在 大和郡山市認定農業者

H13～H14 奈良県指導農業士会理事

H15～H17 奈良県指導農業士会副会長 推薦していない

H19～H20 第19期大和郡山市農業委員

H20～H23 第20期大和郡山市農業委員

H22～H23 大和郡山市農業委員会副会長

H23～H27 奈良県指導農業士OB副会長

H25～現在 奈良県エコファーマー認定（第854号）

H27～H29 奈良県指導農業士OB会会長

H27～H30 農地中間管理事業評価委員会委員

H29～現在 奈良県指導農業士OB会顧問

H29～R2 第23期大和郡山市農業委員

H29～R2 大和郡山市農業委員会副会長

R2～現在 第24期大和郡山市農業委員

中津甚之丞氏は、昭和３８年４月の就
農以来、現在まで長安寺町で施設野
菜（トマト・キュウリ）を栽培しており、ト
マト栽培においては、昭和４０年代に
いち早くハウス栽培を導入し、大和郡
山市での施設栽培の先駆けとなっ
て、ハウス栽培を大和郡山市で広め
られました。また、奈良県指導農業士
としては、農業大学校の学生の研修
先として、積極的に学生の研修受け
入れを行い、後進の育成にも尽力さ
れてこられました。
このように中津氏は、大和郡山市の
農業振興にはなくてはならない存在で
あり、大和郡山市農業委員として、こ
れからも大和郡山市の農業振興のた
め尽力していただくべく、長安寺土地
改良区として推薦するものです。

推薦していない

推薦していない

飯田喜代視氏は、昭和36年に就農し
て以来、現在まで農業、養鶏業に従
事しており、この間市農業振興協議会
会長、県農業振興協議会会長、全国
４Hクラブ連絡協議会副会長、市農業
委員会会長等の要職を歴任してこら
れました。
特に養鶏業については、市や県、国
の養鶏団体の役員を歴任してこられ、
養鶏業界でのリーダー的存在であり
ます。
都市近郊の本市にとって、今後も後
継者問題、耕作放棄地問題など難題
が多々発生することが、予想されま
す。そのため、飯田氏には農業委員と
して、本市農業の振興に務めていた
だきたいと考え、この度、農業委員に
推薦するものです。

中津甚之丞氏は、水稲・トマト・キュウ
リ栽培に50年以上という長期にわたり
幅広く農業に従事されています経歴
にもありますように若い時からさまざ
まな農業関係の会長などの重責を担
い農業発展に寄与されております。
現在も水利問題や耕作放棄地対策な
どに積極的に取りくんでいただいてお
ります。豊富な農業経験と長きにわた
り各会の要職を歴任された実績と人
望を厚くまた農業委員の経験もされて
おりますので適任と考え推薦いたしま
す。

集落毎の特徴
を活かした農業
振興のためJA
と一体となった
組織活動により
農業生産性の
向上と集落組
織の基盤強化
及びJA事業の
情報伝達の機
能などを担う事
を目的とする。

奈良県農業
協同組合昭
和出張所の
組合員であ
ること

農業生産の基
盤の整備及び
開発を図り、
もって農業の生
産性の向上、
農業総生産の
増大、農業生
産の選択的拡
大及び農業構
造の改善に資
することを目的
としている。

養鶏農業経営
の改善と合理
化を図り、鶏卵
の安定供給を
目的とする。

大和郡山市
内において
養鶏業を営
む者、または
本協議会に
賛同する農
業団体の役
員等

定款に定め
られた地区
で農地を有
する者、又
はその地区
にて耕作す
る者

認定を受け
ている



団体による推薦

Ｓ50年4月 就農

H11年2月～H28年7月 奈良県特定農作業経営者組合理事長

中筋　光弘 68 農業 （労働者災害補償保険） 155 大和郡山市 会長 約340

Ｈ14年7月～Ｈ17年7月 大和郡山市農業委員 露地野菜 農業振興協議会 中筋　光弘

Ｈ18年7月～Ｈ26年6月 JAならけん大和郡山市 花き

経営者クラブ給食部会長 その他

Ｈ20年5月～Ｈ30年6月 北和農業共済組合損害評価会委員

Ｈ21年4月～Ｈ27年3月 ＪＡならけん矢田支店支部長会会長

Ｈ27年9月～現在 大和郡山市農業振興協議会会長

Ｈ27年9月～現在 大和郡山市農業活性化検討会副会長

Ｈ28年3月～現在 大和郡山市地域農業再生協議会委員

Ｈ28年8月～現在 奈良県農業振興協議会理事

Ｈ29年7月～現在 大和郡山市農業委員

Ｈ30年7月～現在 奈良県農業共済組合損害評価委員

R3年7月～現在 奈良県農業共済組合理事

奈良県JA 会長

矢田支部長会 辻元　喜兵衛

農家の円滑化 矢田支部長
会組合員で
ある事

今回JAならけん矢田支部長会から大
和郡山市農業委員に推薦する中筋光
弘は、農業大学を卒業以来40年以上
にわたり専業で露地野菜や花苗等を
栽培しておられる農家であると共に矢
田支部長会の会長や大和郡山市農
業委員、北和農業共済組合損害評価
委員並びに奈良県特定農業経営者
組合理事長などの経歴を持つ人物で
す。これからの農業委員に求められる
者として、大和郡山市の将来の農業
のビジョンを持ち、それを実行出来る
行動力や農業者をまとめる力であると
考えた時、中筋氏においては支部長
会会長や農業振興協議会の会長な
ど、みんなをまとめる役につき又、農
業者のための労災保険組合を奈良県
で初めて設立し、理事長に就任した行
動力は、農業委員としての資質を備
え、かつ今後大和郡山市の農業の発
展のため必ず力を発揮してもらえるも
のと確信するものであり当支部長会と
して中筋氏を大和郡山市の農業委員
に推薦します。

推薦していない

大和郡山市の
農業振興と発
展を目的とす
る。

大和郡山市
農業振興協
議会に属す
る団体とそ
の会員で構
成

中筋光弘氏は、県立農業大学校を昭
和50年に卒業し、これまで専業農家と
して農業を続けてこられました。この
間、家業の花き、花苗、葉物野菜等の
栽培だけでなく、農業関係団体の役
員も歴任され、大和郡山市の農業振
興、奈良県の農業振興に尽力されて
こられました。
特に、奈良県ではこれまで農業者の
労働災害補償保険がなかったため、
農業関係者、農業団体等に働きか
け、平成11年に「奈良県特定農作業
経営者組合」を立ち上げ、個人農業者
のための労働災害補償保険制度を、
奈良県で初めて創設し、その組合長
理事に就任され、平成28年まで組合
長理事を務められました。
また、大和郡山市農業振興協議会会
長、奈良県農業振興協議会理事、奈
良県農業共済組合理事等の役員も歴
任され、地域農業の発展と振興に大
変尽力されていることから、今後も農
業委員として、大和郡山市の農業振
興を担ってもらうべく、大和郡山市農
業委員に推薦するものです。

認定を受け
ている

推薦していない



団体による推薦

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積

（ａ）

Ｈ19.4 就農

Ｈ20.4～現在 大和郡山市４Ｈクラブ会員

乾　　忠記 41 農業 Ｈ27.4～Ｈ28.4 奈良県４Ｈクラブ連絡協議会会長 水稲 154 大和郡山市 会長 約340

Ｈ27.7～Ｈ28.7 近畿農村青少年クラブ連絡協議会副会長 施設野菜 農業振興協議会 中筋　光弘

Ｈ30.3～Ｒ2.3 大和郡山市４Ｈクラブ会長

R2.7～現在 大和郡山市農業委員

大和郡山市 会長 20

４Ｈクラブ 乾　和規

奈良県４Hクラブ 中野　敦司 120

連絡協議会
推薦していない

名　　称
代表者又は

管理人の氏名
活動の主たる

目的
構成員の
数（人）

認定を受け
ている

大和郡山市の
農業振興と発
展を目的とす
る。

大和郡山市
農業振興協
議会に属す
る団体とそ
の会員で構
成

推薦していない

農業委員に推薦する乾忠記氏は、若
手農業者として市４Ｈクラブの活動や、
県４Ｈクラブ連絡協議会、近畿農村青
少年連絡協議会の会長、副会長を歴
任するなど、青年農業者の活動にも積
極的で、また、青年農業者間の交流を
積極的に行うことにより、自らも含めた
若手農業者の育成に尽力されていま
す。
また、小学校の出前授業で野菜の話
をしたり、地域の保育園の園庭でイチ
ゴの栽培指導をしたり、乾氏の圃場に
地域の保育園児を招き、収穫体験を
実施するなど、小学生や保育園児を
対象とした、食育ボランティア活動も積
極的に行うなど、乾氏は若手農業者と
して、自らが出来うる地域貢献を積極
的に行っています。
大和郡山市農業振興協議会として
は、次世代を担う青年就農者として、
乾忠記氏に引き続き農業委員に就任
してもらうことで、大和郡山市の農業
の発展に寄与してもらうべく、ここに推
薦をするものであります。

推　　　薦　　　者

構成員の
資格・要件

推薦理由
農地利用最適
化推進委員へ
の推薦の有無

推薦していない

奈良県内の農
村青年の連絡
と親睦を密に
し、研究活動の
健全な発展を
図ることを目的
とする。

奈良県内の
農村青年
で、奈良県４
Hクラブ連絡
協議会規約
を認める者。

平成２８年に農業委員会制度が改正
され、青年就農者が農業委員に任命
されることになって以来、大和郡山市
４Ｈクラブ員が農業委員に任命される
ことは、大和郡山市４Ｈクラブの悲願
でありました。
大和郡山市４Hクラブとしては、我々
青年農業者の代表として、乾忠記さん
が農業委員に就任してもらうことによ
り、若手農業者の意見を農業委員に
反映し、また、農業委員の情報を４Ｈ
クラブに反映してもらうことにより、大
和郡山市の農業の発展に、貢献でき
ると考え、この度、乾忠記さんを農業
委員に推薦することと致しました。

大和郡山市
内の農村青
年で、大和
郡山市４Ｈク
ラブ規約を
認める者

農業委員会の委員として、大和郡山
市４Hクラブの乾忠記さんを奈良県４H
クラブ連絡協議会から推薦いたしま
す。
乾さんはこれまで奈良県４Hクラブ連
絡協議会会長、近畿農業青年クラブ
連絡協議会副会長、大和郡山市４Hク
ラブ会長を歴任し、様々な事業を行
い、農業、農村の発展に貢献されてき
ました。地域の信頼も厚い乾さんは、
大和郡山市の農業委員に適任な若手
農業者であると考えます。

被推薦者（推薦を受ける者）

氏　　名
年齢
（歳）

職業
経　　歴 農業経営の状況 認定農業者

として認定
の有無

大和郡山市内
の農村青年の
連絡と親睦を
密とし、研究活
動の健全な発
展を図ることを
目的とする。



団体による推薦

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作面積

（ａ）

東口　義巳 69 農業 2011.4　-　2019.3 白川溜池土地改良区連合議員 水稲 2,000 治道北部 理事長 429

2011.4　-　2019.3 治道北部土地改良区副理事長 露地野菜 土地改良区 東口　義巳

2019.4　- 治道北部土地改良区理事長 施設野菜 推薦していない

2019.4 - 白川溜池土地改良区連合副理事長 果樹

2014.7　-　2020.7 大和郡山市農業委員

治道南部 理事長 360

土地改良区 橋下　勝彦 推薦していない

亀岡　靜代 73 農業 H11.4～現在 郡山女性ネットワーク会長 露地栽培 27 郡山女性 会長 161 推薦していない

H13.5～現在 大和郡山市都市計画審議会委員 果樹 ネットワーク 亀岡　靜代

H22.7～現在 大和郡山市社会教育委員

H28.9～現在 郡山城にぎわいづくり実行委員会

H28.3～R1.6 大和郡山市まちづくり委員会委員

H29.7～現在 大和郡山市農業委員

R1.7～R3.3 大和郡山市都市計画マスタープラン

策定委員会委員

R5.3～現在 史跡郡山城跡保存活用計画策定

委員会委員

亀岡さんは、女性の居場所と活躍
の場を提供するために、平成９年
に設立された郡山女性ネットワー
クの設立に尽力され、平成１１年
から現在までは、会長としてその
運営に手腕を発揮されてこられま
した。
郡山女性ネットワークでは、年に２
回のお城の清掃や、親子祭り、女
のまつり等で、ボランティアとして
活動していますが、女性の活躍の
場を少しでも提供できるよう、その
取りまとめ役として、実行委員会
等にも参加されています。
また、社会教育委員を平成２２年
から現在まで務められており、社
会教育活動を女性ネットワークを
通じても活動されています。
このように、亀岡さんの社会奉仕
の精神は、是非とも大和郡山市の
農業振興のためにも活かしてもら
いたく、この度、農業委員に推薦
するものです。

被推薦者（推薦を受ける者） 推　　　薦　　　者

氏　　名
年齢
（歳）

職業
経　　歴 農業経営の状況 構成員の

資格・要件
推薦理由

農地利用最適
化推進委員へ
の推薦の有無

認定農業者
として認定

の有無
名　　称

代表者又は
管理人の氏名

構成員の
数（人）

1975年3月に東京農業大学を卒業後
就農、1981年5月より完熟トマトの産
地直送販売を奈良生協と始める。
2003年２月に大和郡山市でいち早く
農業法人、有限会社とぐちファームを
設立し、2010年フルーツトマトの周年
栽培を始めるなど、美味しい野菜を地
域の人たちに食べてもらおうと農業一
筋頑張ってこられました。又地域農業
や農家情報に精通しており、従業員
の独立を進め地域担い手の育成にも
尽力を尽くし、農地の集積や耕作放棄
地の解消等、地域のためにと地元の
役職を一生懸命されてこられました。
大和郡山市農業委員会の業務に貢
献できる人材と考え推薦します。

治道北部
土地改良
区内の農
地の所有
者、その管
理者

農業生産の
基盤整備や
開発を行い、
農業の生産
性の向上、総
生産の増大
化や農業構
造の改善を図
ることを目的
として活動

当改良区
の区域内で
一定の農
地を有する
者

推薦者は、経歴に記載していると
おり、長年に亘り土地改良区の役
員を歴任し、かつ農業委員の役責
を十分達成してくれるものと確信し
ております。
是非とも、東口さんが農業委員と
して活躍できますよう、推薦いたし
ます。

認定を受け
ていない

大和郡山市
の女性の居
場所づくり、
女性の活躍
の場、交流の
場の提供し、
各種女性団
体をつなぐこ
とを目的とす
る。

「郡山女性
ネットワー
ク」の趣旨
に賛同す
る、市内の
７つの女性
団体（白百
合会、商工
会女性部、
紫陽花倶
楽部、南郡
山やよい、
ボランティ
アSUN、
コーラスき
らら、大和
なでしこ）及
びその会員

治道北部土地
改良区内の水
田、農業施設
の維持管理

認定を受け
ている

活動の主たる
目的



紫陽花の会 会長 40 推薦していない

吉田　秀子

農村女性の
活動の場と交
流の場を提供
することを目
的とする。

元JAならけ
ん矢田支
店女性部
員及び、農
家世帯の
女性、また
は紫陽花
の会の趣
旨に賛同す
る女性

紫陽花（よひら）の会は、JAならけ
んや他支店女性部が前身で、矢
田支店の閉店に伴い、会の名称
を紫陽花の会としました。
主な活動は、地元野菜を使った加
工食品を製造・販売、月に２回の
旧矢田支店跡での朝市を開催し
ております。亀岡さんは矢田支店
女性部で、朝市を始めた当初から
の中心メンバーで、現在までその
運営に、尽力されてこられました。
また、紫陽花の会の会員同志の
交流会で、耕作放棄地が話題とな
れば、その対応に率先して取り組
むなど、会員の良き相談相手とし
て、これまで会の運営に携わって
こられました。
このように、亀岡さんには農村女
性の代表として、女性の意見を大
和郡山市農業委員会に反映して
もらうため、今回、農業委員に推
薦するものです。


